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・新規材料の有害性スクリーニング 
・生体影響データの取得による市場での優位性の確保 
・新規材料の生体適合性の検証 

ナ ノ材 料を 含む 不溶 性 の 粒 子 状 物 質 や、
新 規化 学物 質に つい て 曝 露 経 路 を 想 定し た
種 々の 培養 細胞 を用 い 、 ど の よ う な 影響 を
引 き起 こす かを 評価 し ま す 。  

細 胞 傷 害 性 、 ミトコンドリアへ の 影 響 、
酸 化ス トレ スの 負荷 、 炎 症 誘 発 性 と いっ た
複 数の 指標 を組 み合 わ せ る こ と で 、 対象 と
な る物 質が 細胞 に対 し ど の よ う な 反 応性 を
持 つの かを 総合 的に 判 断 し ま す 。  

培 養細 胞を 用い た実 験 系 で は 、 人 為 的な
影 響を 排し た正 確な デ ー タ の 取 得 を 行い ま
す 。こ れに より 、潜 在 的 な 生 体 影 響 を正 確
に 評価 する こと が可 能 で す 。  

新 規物 質の 安全 性の ス ク リ ー ニ ン グ にも
有 効で す。  

 ナノ粒子をはじめとした粒子状材料や新規化学物質の工業利用では、有害性に関するデータが
要求されます。 
 

 対象となる粒子状材料や新規化学物質が、生体に対して毒性を含むどのような影響を起こしうるの
かを評価します。 
 

 生体影響に関するデータがない材料や化学物質は市場に受け入れられません。潜在的な可能性
を知り、正確なデータを提示することで当該材料や化学物質の有効利用が可能となります。 
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